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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

近年，World Wide Webを介して得られる大量データから有益な情報を抽出するため，統計学を

基調としたデータサイエンス研究が進められている．e-コマースにおける購買者の閲覧行為や購買

傾向の分析などは，各サイトにおける膨大なサーバログデータから，一定の規準に基づいて適切に

元データを抽出し，解析を行う必要があるなど，データサイエンス研究の顕著な事例である． 

 本研究では，前述したWebサーバログデータを主たる対象とし，より的確な解析のための理論的

考察を行う．また，それら考察に則った方法論の確立と，実データへの適用を通じ，より実践的な

解析技法の構築を目標として研究を推進した． 

 具体的内容として，研究申請書において研究交流実績例としても触れた、ドイツ カールスルー

エ大学(Institut fur Entscheidungstheorie und Unternehmensforschung Universitat Karlsruhe 

(TH))のWolfgang Gaul教授に，平成 21年 10月に本学へ来訪いただき，「第 2回大規模データ科学

に関する研究会」において，”Web Page Importance Ranking”なる演題にて，HITS (Hyperlink 

Induced Topic Search)や SALSA (Stochastic Approach for Link Structure Analysis)など，本研究

テーマと関連性の深い既報研究の概説を含めた，Webデータ解析全般に関する基調講演を頂いた．

また，同教授が本学来訪前後に訪問された国内外各機関での意見交換，研究成果なども含め、討論

を行った。これにより，申請時においた服目標である「Webログデータからの情報抽出に係る方法

論の構築」ならびに「第三者的組織からの評価と発展性への示唆」，とくに後者については一定の実

績を得られたと考える． 

また，Webログデータも大量高次元データの一種であること，一定の法則性が垣間見られるものの，

内在する情報を適切に抽出する方法論が確立されていないことなどから，計算機統計学的な視点か

らの理論的検討も必要であると考え，研究開始後となったが，本学大学院情報科学研究科博士後期

課程の片山琴絵氏にも分担者として参画を頂き、氏の主たる研究テーマである，データが複数の群 
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（研究成果のつづき） 
 
から構成されている際に各々の群別に情報抽出せず，全体で一定の共通性を仮定した上で解析を

試みる共通主成分分析，ならびに，近年データ解析分野で注目を集めているシンボリックデータ解

析への展開について，本研究テーマへの適用可能性も含め，研究を推進した． 

結果的に，理論的な検討に多くのリソースを割いたため，副目標「実データによる方法論の検証

と改良」についての検討は半ばに留まった．可能であれば，今後も同種のテーマを申請し，継続し

た研究を行う機会を得たいと考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


